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野 村 財 閥 の 南 方 事 業

吉 原 久 仁 夫*

NomuralslnvestmentinSoutheastAsiabeforeⅥW II

KunioYosHIHARA*

Nomura,oneofthetoptenzaibazsuintheprewar

period)Sharedacommonproblem withotllernew

zaibatsulnamely,tofindanoutletabroadbecause
diversificationinthedomesticmarketwasdはicult.

Whereastheothernewzaibatsubeganconcentrat-

ingtheiractivitiesinChina,No-ur且investedin

Sou.the礼stAsia. Itsinvestmentwasthelargest

ofallJapaneseinvestmentsin the Dutch East

Indies,and,ifnotthelargest,Oneofthetopfewin
SoutheastAsiaasawhole.

は じ め に

戦前におけるわが国の南方投資は,戦後と

異なり,第一次産業-の投資が大半を占め,

工業投資は僅少であった｡ これは南方地域が

植民地化されていて,その貿易構造が第一次

産品の輸出 ･工業製品の輸入 というものであ

ったことに起因する｡戦後においては,南方

地域は政治的に独立 し,経済政策が第一次産

莱-の外資の禁止ないしは大幅な制限と外資

導入による工業化の推進に転換 したため,罪

一次産業と工業部門の地位は逆転 した｡

戟前における鉱業は欧米の宗主国による投

資規制が厳 しく, 日本企業の進出は多 くの障

害に直面 したが,農園経営は未開墾地が多 く

残 っており,進出しやすい分野であった｡ こ

の点について,ジャワ銀行の総裁は ｢鉱山投
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Nomura'smainactivitywasrubber;itpurchased

alargeplantationinDutchBorneoandre丘neries

neartheplantationandinSumatra. Inaddition,
Nomuraownedpalm oilandcoffeeplantationsin

Sumatra and a rubber-exporting company in

Singapore. Thisarticledescribeseacl10fthese

activities,byuslng thedataatNomura Gomei

andthesuⅣeyoりapan'sprewarinvestmentunder･

takenin1947bytheMinistryofFinance.

資に対する日本人の投資は,法律上困難なる

が,栽培業は大に歓迎すれば是非続 々進出を

希望す｣と野村財閥の創始者野村得七に語 っ

たといわれるが [野村 得七 1942(68号):

23], これは, 多少地域差があったにせよ,

植民地政府全体の方針を代弁 していたのでは

なかろうか｡

このような事情で,戦前の邦人投資の中心

は栽培事業で,その大半を占めていたのがゴ

ム園への投資であった [大蔵省管理局 1947

(南方編第 1分冊):108-109]｡ 邦人 ゴム投

資の唱矢は笠田直吉, 中川菊三による1902年

のマレー半島での共同栽培であったとされて

いる [同上 書 (南方編第 3分冊):111]｡ そ

の後,邦人投資は徐々に増加 し,野村得七が

南方旅行に出た1916年 ごろには,三井など資

産家が所有するゴム園が数個あった [野村得

七 1916:11]｡ そして,第 1次大戦中には,

好景気の波に乗 り,邦人投資はさらに活発に
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なり,邦人ゴム園は急増 した｡

1920年か ら1930年代前半にかけて,日本経

済の不況と世界的恐慌によるゴム価格の暴落

(1929年)で,経営が苦 しくなり,農園を手

放す ものが続出した｡ しか し,資金的に基盤

が堅固で経営が合理的なものは, この間,買

収や新規投資により規模を拡大 していった｡

1930年代末には, 日産農林,熱帯産業,昭和

護譲,馬来護謀公司,三五公司,野村東印度

殖産が代表的なゴム園に成長 していた [大蔵

省管理局 1947(南方編第 3分冊):129-130;

同上書 (第 4分冊):113]｡

これ らのゴム園は戦前に社史を刊行するに

は歴史が浅 く,戦後は連合軍に資産を没収さ

れたため現存せず,今 日では当時の実態把握

が困難になっている｡ 幸運にも,野村東印度

殖産の場合,それを管理 していた野村合名が

存続 しており, 当時の資料が残 って いた の

で, ここに野村の南方事業の概要をまとめて

みた｡ちなみに,野村合名が統括 していた野

村財閥は金融部門 (野村鋭行,野村証券,野

村信託,野村生命)を中心とし,南方事業と

いう特異な事業を行なっていた財閥である｡

Ⅰ 生 産 事 業

1.ダナウ ･サラック園の買収

野村財閥の創始者野村得七は1916年 4月台

湾総督府 と大阪商船の主催で組織された観光

団に参加 し, 2カ月余にわたって,南方の主

要都市を訪れ,見聞を広めた｡ 得七はもとも

と株屋で,株式投機の利益で財閥を築いたの

であるが,南方旅行に参加 したのも,ゴム株

の売買を通 じて,南方 に興味を持 ったか らで

あるらしい｡ 得七は帰国後, 『護譲 と種子』

という著書 を刊行 しているが, その中で 日

本のゴム株を論 じている [野村得七 1916:

122]｡当時の南方における邦人ゴム園はまだ

ほとんど個人所有のものであったが,株式会

社形態によるゴム園が徐々にではあるが設立

されていた｡その一つが南洋護讃拓殖株式会

社で,得七は上記の著書の中で, この会社の

ゴム園の実態を論 じ,当園の株を推奨 してい

る [同上書 :123]｡

得七が漫然と南方各地を見物 したのではな

いことは, 帰国後, 『護謀と郁子』を刊行 し

たことか ら窺える｡ 旅行中得た知識か ら,南

方での農園経営が有望であると判断し,帰国

直後,矢崎亥八なる農学士を,さらに専門的

視野か ら検討を加えるため,調査旅行に送 り

出した [村上 1951(上):594]｡

矢崎を南方-送 り出して間 もな く,得七は

スラバヤの岡崎商店の店主の訪問を受け,蘭

領ボルネオにあるドイツ人所有のゴム園 (ダ

ナウ ･サラック園)が売 りに出されていると

いう話を聞いた｡得七はこれに大きな興味を

示 し,旅行中の矢崎に連絡をとり,同農園の

調査を依頼 した｡野村内部には,未知の南方

事業は危険すぎるとの反対があったが,得七

は矢崎から肯定的な報告を受け,反対を押 し

切 り,買収を決定 した [同所]｡ これが野村南

方事業の至監鯖である｡

野村の海外進出の背景には,三井,三菱,

住友に遅れをとり,国内で大きな生産事業を

行 うことが困難なため,海外に活路を求めざ

るを得なかったという新興財閥共通の悩みが

あったように思われる｡野村の場合,株店と

して大をなし,財閥へと発展 していったが,

それは金融部門を中心としてであり,生産事

業における基盤は極めて脆弱であった｡だが,

財閥として成長するためには,多角経営が不

可欠であり,そのために生産事業への進出が

望まれたのである｡ しか し,野村にとって,こ

の分野での国内における躍進は難 しいため,

海外に注目せざるを得なかったのである｡

2.事業の概要

野村得七はダナウ ･サラックの買収以降,
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表 1 農 園 一 覧 表 (1941年 5月現在)

面 積 (エーカー)

農 園 名 当園 に至 る
交 通 栽 培 物 総 面 積

(租借)

植 付 地

生 産 l未 生 産
そ の 他

生産年額

(千円)

資料 :内部資料

表2 農 園
邦人従業員

人 事

(1941年5月現在)ジャワ人
農 園 名

役員 F社員 Eその他 男l女

資料 :内部資料

単位 :人

隣接地を開墾 し,スマ トラで も農園を買収 し,

またゴム精製業- も進出す るのであるが, こ

れ らの事業を個別に説明す る前に,全体の事

業を統括 していたオランダ法人野村東印度殖

産株式会社 (本社 はバ ンジャルマシン)の太

平洋戦争直前の概要をみてみよう｡

ボルネオには,ボルネオ農園と称せ られた

ゴム園,住民ゴム(nativerubber)を精製する

ボルネオ精製工場,そ して住民ゴムの買付 け

のみを行なっていたボンテ ィアナ ック出張所

があった｡スマ トラには,池梯子を生産 して

いたカラン ･イヌ農園, コーヒーとゴムを生

産 していたブキ ット･トサム農園,住民ゴム

を精製 していたパ レンバ ン精製工場,そ して
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住民ゴムの買付けと華僑系の精

製工場か らブランケ ットやクレ

ープを買い取 っていたメダ ン ･

シボルガの両出張所があ った｡

そ して, ジャワには, ボルネオ

農園所用品の買付けや同農園か

ら海外-輸出される荷の積替え

を行なっていたスラバヤ出張所

と,官庁 との折衝にあた ってい

たバクビヤ出張所があ った｡1)

東印度殖産の事業所の うち,

最大の投資はボルネオ農園に対

してであ って,1941年 5月現在で約 1,300万

円が同国に投資 されていた｡2) 投資額では,

カラン ･イヌ農園が 790万円で これに次ぎ,

ブキ ット･トサム農園への投資 は 200万円弱

であった｡ この投資額の序列は表 1と表 2に

示 されている各農園の規模にも反映されてい

る｡生産額ではボルネオ農園のゴム 333万円

が最 も多 く,カラン ･イヌ農園の池郁子生産

1)事業所の所在地と扱能は,野村合名海外事業部
[1941]を植田喜代治氏談話 (1981年 2月5日)

で補足したものである｡

2)各事業所-の投資額は,野村合名海外事業部が

作成した記録集 (第一)に収録されている ｢南
洋企業会社内容調査書- 昭和16年 5月調査｣

に記載されているもの｡
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額 は82万円,ブキ ット･トサム農園のコーヒ

ー8万円,ゴム 3万円 (計11万円) となって

いる｡

3.農園の拡張

野村のボルネオ農園はダナウ ･サラック園

買収後,拡張に拡張を重ね,1940年には植付

面積3,534-クタール,切付面積2,991-クタ

ール,採集高1,797千 トン,労働者数1,707人

の規模を誇 る,蘭印最大の邦人農園になって

いた [宮地 1978:215-222]｡1920年 4月か

ら1940年 9月までの規模の推移 は表 3に示さ

れているが,より具体的には次のように説明

されている｡ ｢野村 ボルネオゴム園 の 買収当

時は,ダナウサラク及びアタヤウ地区のみで

あ って,租借面積 1,578-クタール,内,ゴ

ム植付面積 180-クタールに過ぎなか ったの

であるが,其後之に接属地のサ リン等を加え

て第一農園とし,又,対岸国道沿いにセ-ラ

ンド地区を租借 して第二農園とし,後更にダ

ナウサラク東方の奥地にバタロン租借地を得

て第三農園とした｣ [吉川 ]978:208]｡

ダナウ ･サラック園は1920年代車ごろまで

には,かなり優秀な農園になっていたようで

ある｡ バ イテ ンゾルフ試験場の技師メンレン

博士は東南ボルネオの諸農園を1924年に視察

したが,報告書の中でダナウ ･サラック園に

触れ,次のように述べている｡ ｢自分は南東

ボルネオに於ける主なる農園を視察せ るが,

その中技術的に最 も深き印象を受けたるは,

ダナウ ･サ ラック野村農園に して,諸種の試

験 は最 も徹底的に行われ,最近の科学に於 け

る最新の農園たるを失わず,使用者の能率に

於て も,他の白人農園に対 し約五割の優越あ

るを確認せ り｣[村上 1951(下):123]｡

次に,スマ トラの農園であるが,最初に買

収 したのはカラン ･イヌ農園である｡ この農

園はベルギー資本団が 140万ギルダーを投資

して経営 していた ものであるが,1920年の池

郁子価格の暴落で事業は中絶 され,農園はラ

ラン草の跳梁に委 されていた [同上書 :125-

126]｡ 当時蘭領ボルネオ護講工業 (東印度殖

産の前身- 表 4を参照)の専務を していた

細田秀迄 が これに注 目し, 野村得七 の 許可

を得て, 1923年15万ギルダーで買収 した [同

所]｡ これは恐 らく邦人最初 の 池郁子寓であ

ろう｡3)

カラン ･イヌ農園はメダ ン市の北西にあっ

たが,同市の西方にブキ ット･トサムという

もう一つの農園があ った｡ この 農園 の 買収

は,上記細田秀迄がカラン ･イヌ農園の管理

にあた っていた ころ,マイヤーという蘭人か

らコーヒー園を買 って欲 しいという申込みを

受 けたことに始まる｡ 細 田は早速農園を視察

したところ,前途有望な印象を受けたので,得

七にその旨進言 した [同上書 :129]｡ 結 局,

1926年, 4.5万ギルダーで買収されることに

なったが,細田のコーヒー-の関心は,それ

以前に野村合名が決定 していたブラジルでの

コーヒー園買収に誘発 された ものと思われる

[株式会社野村合名 1976:4]｡

4.精製工場

表 4の略譜に記 されているように,野村東

印度殖産は1921年 にバ ンジャルマシンに,

1937年にはパ レンバ ンにゴム精製工場を設立

した｡ 当時, ゴムは外国人所有の大規模な農

園で生産されるものと原住民によって小規模

に生産されるものと 2種類あったが,後者は

住民ゴムと呼ばれていた｡原住民は市場性の

ある製品に仕上げる設備を持たず,簡単な方

法で ラテ ックスを凝固させた段階で商人 に売

ったが, このゴムは水分を多分に含んでいた

ので, 濡れゴムと呼ばれた｡ 当時, スマ ト

ラのジャンビーとパ レンバ ン, ボルネオのバ

ンジャルマシンとボンテ ィアナ ックが この種

のゴムの四大集散地 であった [吉川 1978:

3)植田喜代治氏談話 (1980年12月25日)｡
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表 3 ボ ル ネ オ 農

期 間
1920.4

1
1921.9

1921.10
I

1922.9

1922.10
1

1923.9

1923.10
1

1924.9

植 付 面 積
(ヘクタール)

資料:『倭』第64号 (昭和17年),p.70.
表4 野村南方事業の略譜

1919

1921

1923

1924

1926

1929

1937

1940
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野村得七,南方各地を視察｡

野村南洋事業部設立 (5月)｡

ボルネオゴム園の買収 (7月)0

資本金 500万ギルダーの会社組織に改組

し,蘭債ボルネオ護誤工業株式会社と命

名｡

バンジャルマシンゴム精製工場操業開始｡

カラン･イヌ抽種子園を買収｡

シンガポ-ル野村商店開設.

ブキット･トサム農園を買収｡

野村海外事業部設立 (1月)｡

蘭債ボルネオ謹書莫工業を野村東印度殖産

と改名 (12月)0

スラバヤ出張所開設｡

パレンバン,ボンティアナック両出張所

開設 (11月)｡

シンガポール野村商店を株式会社に改組

(12月)0

パレンバン出張所,住民ゴム精製事業に

着手｡

-ノイに事務所を設置し,サイゴンに野

村商店を設立｡バンコクにシンガポール

野村商店の支店を開設し,スンゲイゴロ

にシー トゴム煉煙工場を建設｡
､

1924.10
1

1925.9

1925.10
(

1926.9

1926.10
1

1927.9

1927.10
1

1928.9

1928.10
1

1929.9

209]｡

濡れゴムか ら水分や不純物を取 り除 き,純

度の高 いゴム (ブランケ ッ トや ク レープ) に

す るのが精製工場の主た る役割で, この作業

は当初 シンガポールで行われていた｡ 同地で

は, マ レー半島のプ ランテーションで生産 さ

れたゴムの うち, くずゴムなど再精製を必要

とす るものを処理す る工場が1910年 ごろか ら

建設 されていたので,蘭領の住民 ゴム もシン

ガポールに運ばれ精製 されたのであ る｡ この

創始者のひとりがゴムで巨富を築 いた陳嘉庚

である 【野村得七 1942 (65号):7]｡

ボルネオにおける住民 ゴムは, マ レー半 島

に開墾苦力 として出稼 ぎ した ものが,帰 って

来て ゴム栽培 を始 めたのが濫鱒 であるとされ

ている｡1920年代初 めには, マ レー半島でゴ

ム生産の制限が行われたので,蘭印政府 は住

民のゴム栽培を奨励 した｡その結果,生産 は

急速 に伸び,20年代末 には年間 2万 トンの住

民 ゴムが輸 出され るまでにな っていた [同上

論文 :14]｡

野村 の精製工場 は野村 ラバ ー ･リファイナ

リーと名付 け られたが,その主力 はバ ンジャ

ルマ シン工場であ った｡4) 同地 での 精製事業

4)この工場の傘下に,二つの分工場 (バラバイと

クルワ)と一つのシー ト工場 (バラバイ近辺)

があった｡
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園 規 模 推 移 表

1929.1011930.9

566∃

1930.1011931.91931.1011932.91932.1011933.91933.1011934.9

1,575㌔1,681

1,123∃1,020
723j681

-の進出は,ゴム栽培事業か ら当分の問収益

が期待できないため, 短期間 で 収益 を生む

事業を検討 した結果始められたものである｡

1921年の創業時には,60馬力のオイル ･エン

ジン1基 とローラー4台で操業 したのである

が,順調に利益があがるので漸次規模を拡大

し, 南方事業 20周年記念 の式典を行なった

1937年 ごろまでには,生産規模はローラー40

台になっており,生産 も月産20トンか ら800

トンに躍進 していた [植田 1957:108-110]｡

バ ンジャルマシン工場は現地ではかなり有

名なものになっていた らしい｡野村合名海外

事業部は,その事業概要を説明 した小冊子の

中で,同工場は ｢ボルネオに於ける最 も著名

なる工場｣ であり, ｢主都バ ンジャルマシン

では日本人の顔さえ見れば此の工場に車駆る

のが土人運転手の常識 とな っており,歴代蘭

印総督就任後のボルネオ巡察にあたっては,

必ず,此の工場を訪問するのが慣例｣になる

までになっていたと述べている 【野村合名海

外事業部 1941]｡

スマ トラの住民ゴムも1920年代初めのマレ

ー半島における輸出規制 で 生産 が 増加 した

が,野村はボルネオでの事業を軌道に乗せる

ため余裕がな く,また1929年にはゴム価格が

暴落 したため,スマ トラへの進出が実現 した

のは,国際ゴム限産協定 (1934年)が成立 し

t9933?6･.'961119933?/901937.1011938.91938.10I1939.9

1,278:1,646

1939.10

1

1940.9

て ゴム産業の将来が明るくなって か らで あ

る｡表 4に示されているごとく,東印度殖産

は1936年にパ レンバ ン出張所を設立 したが,

それと同時に精製工場設置を決定 し, ローラ

ー22台,年産 2,000トンの生産能力を持つ工

場の建設を, 13万ギルダー の予算 で 着手 し

た｡その後,住民ゴム生産の増大に伴い,坐

産能力は,1940年 7月までには,年産5,000ト

ンに引き上げられ,パ レンバ ンの住民ゴム精

製工場中第 4の規模の工場になっていた [野

村得七 1942(65号):97]｡

パ レンバ ンの精製工場は,バ ンジャルマシ

ン工場に比 し,歴史が浅 く,規模 も小さか っ

た｡ これは,1941年 5月現在の野村の投資額

がバ ンジャルマシン工場に対 して 329万円で

あったのに比 し,パ レンバ ン工場には86万円

であったという事 実 にも反映 されている｡5)

しか し,パ レンバ ン工場では,1940年前後か

ら,生産許可量が大幅に引き上げられ,太平

洋戦争勃発前 ごろには, 同工場の生産量はバ

ンジャルマシン工場の生産量の 2分の 1,約

1万 トンに達 していたようである [野村合名

海外事業部 1941]｡

5.投資規模

それでは,蘭印-の邦人投資の中で,野村

5)資料の出所は脚注2と同じ｡
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はどのような地位を占めてい た の で あ ろ う

か｡ 野村側の資料では1941年に約 3,000万円

で, これは全邦人投資の約10%にあた り,邦

人最大の蘭印への投資であったとされている

[同所]｡ これを現在検証す ることは困難であ

るが,蘭印における最大の投資であったこと

は間違いないようだ｡ 『日本人の海外活動に

関する歴史的調査』によれば,1939年の邦人

農園の うち,野村のボルネオ農園-の投資が

約550万ギルダー,スマ トラ農園に約190万ギ

ルダー,計 740万ギルダーで最 も大 きく,罪

2位が南国産業の 449万ギルダー,第 3位が

東 山農園の 416万ギルダーである｡ 蘭印の場

令,鉱業に対する邦人投資は皆無に等 しく,

また他の分野への投資 もゴム園はどの大規模

なものはなか った [大蔵省管理局 1947(南

方編第 4分冊):11ト132]｡

しか し,南方投資全体では,マ レー半島で

ゴムを栽 培 していた三五公司, 日産農林,

鉱石を採掘 していた石原産業があり, これ ら

邦人企業の投資規模は野村に匹敵するか,そ

れを上回 った ものと思われるが,戦争直前に

野村の投資額が急速に伸びていたので,厳密

な比較は困難 で あ る｡ ただ, ゴムに限定 し

て,生産量で比較すれば,1941年に野村の生

産量は約 500万ポンドであるが,1939年の時

点で三五公司は700万ポンド, 日産農林は680

万ポンドで [同上書 (南方編第 3分冊):129-

130], すでに 2年前に野村の生産量を上回 っ

ており,農園の規模では両社が野村 より大 き

か ったといわねばな らない｡

ただ,野村の場合, これ らの農園と違い,

ゴム精製事業 も行い, 自家生産のゴムを,吹

節で述べ るように,同 じ傘下のゴム販売会社

を通 じて売 るというゴム事業の一貫体制を敷

いていたところに一つの特徴があ った｡

6)得七は,ゴム園の買収を検討した際,現地調査
員から｢南洋各島の農事は将来極めて有望なる
もの有之又時宣により製油,製粉,製材,生産
品の販売,内外物産の輸出入等も農園の監理経
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ⅠⅠ 商 事 部 門

1.大東物産

野村得七は, ボルネオで農園を経営す るよ

うになった際,同国-の資材の補給 と物資の

交流および広 く南方方面一帯に貿易を営む こ

とを企画 し,大東物産なる貿易会社を設立 し

た [村上 1951(下):31]｡ この基盤 となっ

たのは,対蘭印貿易に伝統を持つ岡崎商店の

人材 と商権である｡ 得七は,ゴム園を買収 し

た際, 岡崎商店 を 知 るようにな り, その後

どのような経過をたどったか不明であるが,

1918年に同店を12.5万ギルダーで買い取 って

いる [同所]｡ 新設された大東物産 は本店を

大阪に,支店をスラバヤに置いて,主 として

対蘭印貿易に従事 したが, それ以外に, ｢英

米及び印度方面 との一般商品の輸出入,九州

福岡県遠賀郡岡垣村所在の柳谷炭鉱の経営,

同 じく九州小佐 々,幸袋両炭鉱-の融資,戻

都深草の越山製陶会社への投資共同経営など

を初め, 台湾 との砂糖, 肥料, 鉄鋼類の移

出入など,頗 る広範囲に亘 って営業を開始 し

た｣[同所]｡

第 1次大戦中,貿易会社を設立 した財閥は

野村だけではない｡三菱商事の設立は1918年

であり [三菱商事 1958:3], 久原や古河 も

同 じころ貿易会社を設立 している [古河虎之

助君伝記編纂会 1953:189;久原房之助翁伝

記編纂会 1970:223]｡ また,堅実な経営で

知 られている住友でさえ,当時貿易事業-め

進出を考えた [住友商事 1972:188]｡ そ し

て,一地方の貿易商であった鈴木商店が当時

最大の商社であった三井物産の売上げを追い

越 したの もこのころである [桂 1976:219]｡

得七の南方貿易の指向はこのような貿易ブー

ムと無関係ではなかろう｡6)

宮と自ら利益を得べきやに奉存上侯｣亡野村得
七 1941(63号):55]という報告を受けてい
るが,これももう一つの要因であったかもしれ
な い｡
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第 1次大戦後の大反動で多数の貿易商が大

きな痛手を受けた｡彼 らの多 くは自分の リス

クで取引した り,先物売買を しているので,

大 きな反動が来 ると破綻 しやすい｡久原,古

河は反動直後に破産 し,鈴木は数年後に消え

ていった｡ 大東物産の場合 も例外でな く,南

方貿易か ら撤退せざるを得な くなった [村上

1951(下):33]｡ ただ,野村の場合,幸運に

も,久原,古河のどとき従業員による暴走は

な く,損害 も150万円程度の軽傷で,南方の

生産事業の方は継続された [同所]｡

貿易業という分野で素人の野村が大反動を

乗 り切れなか ったのは当然なことであったか

もしれないが, もし大東物産が同 じころ出発

した三菱商事のように健全 に成長 して いた

ら,野村の南方事業の性格 も相当変 っていた

であろう｡ 後述するように,野村 は南方貿易

を再開するようになるが,それは主として農

園の仕入れ ･販売を通 してであり,他商社に

比べれば小規模のものであった｡従 って,大

東物産の破綻によって野村 は貿易業に消極的

になり,その結果,南方事業は生産事業中心

のものになったといえよう｡

2.野村商店

野村は当初ゴムの販売を, シンガポールに

ある三井物産など日本商社および外商ガス リ

ー商会を通 じて行なっていた [同上害 :133]｡

しか し,販売を他社に全面的に依存すること

は, 野村の ｢農園や精製工場 の収益 に関係

し,採算上甚だ不利｣であるとみて,1924年

ュo月,ゴムの中心市場であったシンガポール

に直系の店を開設 し, 自ら販売を担当するこ

とになった [同所]｡

しか し,営業成績は思わ しくなか った らし

く,同店最初の支配人細田秀道 は次のように

述懐 している｡ ｢自分 としては鋭意その発展

の為に努力 した積 りでありましたが,田舎者

の商売 と云 うか,士族の商法 と云 うか,慣れ

ぬ仕事であったため,為す ことすべてがイス

カの境の喰い違い,私は一敗地にまみれて一

九二五年スマ トラ農園に去 ったのであります

が,跡を引継がれた故山内氏は不幸翌二十六

年末此世を去 られ,其後更に石井常務が受継

ぎ,別に森田君が支配人 として常任 して居 ら

れたのであります (略)併 し此等の時代は言

わば野村商店の揺藍時代であって,充分な成

績を挙げる事 も出来なか った｣[植田 1957:

114-115]｡

1929年には,世界的な恐慌のあおりを受 け

てゴム価格は暴落 し,野村の南方事業 も合理

化が急務 となったので, シンガポールの販売

部門は生産地であるボルネオのバ ンジャルマ

シンに移され, シンガポール野村商店は事実

上閉鎖となった [植田 1972:25]｡ その後,

ゴムの生産制限 が実施 され, ゴム産業 の将

来 に見通 しが 立 つようになると, 1936年再

び販売部門 は シンガポール に移 った [村 上

1951(下):134]｡この時点で野村商店は海峡

貨100万 ドルの現地法人に改組されている[同

所]｡ 1937年 には, 母体たる野村東印度殖産

にな らって, パヤ ･レバーで ゴム精製工場

を買収 し,ゴム取引の基盤をさらに拡大 した

[同所]｡

野村商店は一部のゴムをE]本に送 ったが,

主な取引先はニューヨークで, 三国間貿易が

そのお家芸であった｡ 普通三国間貿易といえ

ば,海外事務所間の取引を想起するが,野村

の場合,ニューヨークの相手はジョンス トン･

ラバーというゴムのデ ィーラーであった｡ジ

ョンス トンとの関係はシンガポール復帰後支

配人を していた植田喜代治を通 してできた も

ので,植田が大阪の貿易商川原商店のシンガ

ポール支店で働いていた ころ, ジョンス トン

も同地で DupireBros.というゴム仲買店の

支配人を していて,両者が知 り合 うようにな

った｡ のちに, ジョンス トンはニューヨーク

で独立 し,植田は野村に転職 したのが契機 と
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なって, ジョンス トンは野村の代理店となっ

たのである [植田 1972:4]｡

野村の南方事業の-特徴は生産事業 と販売

の一貫体制が敷かれていたことにあるが,野

村商店の主な日課は,野村の事業地 とニュー

ヨークのジョンス トンとに連絡をとることに

あったようである｡ この点に関 して,当時野

村商店の支配人であった植田は次のように述

べている｡｢毎 日ニューヨークの電報で明け,

十時ごろか ら夕方の五時前後までは,昼食の

一時間を除き,五 ･六軒の仲買店か らの特別

架設の直通電話に応答 しながら,算盤をはじ

き,売買を決め,その間事業地バ ンジャルマ

シン,パ レンバ ンおよびボンテ ィアナ ックと

の電報往復をや りなが ら,夕方五時にはニュ

ーヨークへの電報を準備 して打電せ しめ,一

日を了えるのが日課であ った｣[同上書 :36]｡

シンガポール復帰後の野村商店は,短期間

に,同地における ｢最 も有力なるゴムのデ ィ

ーラーの一人 として不動の地位 を獲得｣[植

田 1957:115]した｡ しか し,数年後の1940

年には, 日本への経済封鎖が段 々と深刻にな

り,物資の買付けも困難になったので, シン

ガポールの店は機能を発揮できな くなり,そ

の打開策として,当時独立国であったタイの

バ ンコクに支店を設置 し,ゴムの生産地であ

る南タイに邦人として最初のゴム煉煙工場を

建設 した [植田 1972:52]｡

戦争が勃発すると,野村商店の資産はイギ

リス行政府に没収 され,現地に残留 していた

植田喜代治 ら日本人社員は抑留され, これ以

降野村商店の名前は野村関係の資料には見あ

た らない｡植田喜代治は1942年 9月第 1次交

換船で帰国 し,その後再びシンガポールに渡

航するが, この時には野村商店支配人として

ではな く,東印度殖産のマレー地区総支配人

としてである｡従 って,法的にはともか く,

実質的には,戦争勃発と同時に野村商店は東

印度殖産に吸収されたと考えてよかろう｡7)
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3.ヤマ ト産業

野村合名 の海外事業部 は大東物産 で 失敗

し,ゴム園は利益を生むに至 ってお らず,多

少で も利益をあげるため,事業地所用品の内

地調達と農園にできるゴムなど農産物の国内

輸入を主とする南方貿易を始めることにした

[村上 1951(下):328]｡ 得七は大東物産の

失敗に鑑み警戒 したが,投機なしの堅実な取

引をやるという条件で南方貿易の再開を許可

した [同所]｡

これは海外事業部の事業であったが,事業

部には法人格がないため,ヤマ ト土地産業 と

いう直系の不動産会社に所属させることにし

た [同上書 :329]｡ しか し,野村東印度殖産

やシンガポール野村商店が扱 っているゴム,

コーヒー, 植物油 などの 国内輸入 が増加す

るにつれ,社名の ｢土地｣が都合悪 くなり,

1936年にヤマ ト産業に改名 し, この時点で商

事部は名実ともに同社に移管された [同上書

:230]｡

1937年に中華事変が勃発 し,経済統制時代

に入 ると,ヤマ ト産業商事部の主たる業務で

ある南方物産の輸入 は困難 となったため, こ

の打開策として,当時進出が比較的自由であ

った中国大陸に出張所を開設 し,同地域での

商権の拡大を図 った｡太平洋戦争勃発前まで

には,平壌,天津,奉天,上海,済南,青島,新

京 に事務所が置かれ, このうち天津,奉天,

上海では業績が特に良か ったようである [同

上書 :332]｡

ヤマ ト産業商事部の管轄ではなか ったが,

海外事業部は1940年に ｢仏印問題がか しまし

くなると共に (略)その進出計画を進めて企

業調査を行 うと共に事務所をハノイに設け,

一方,サイゴンに野村商店を設立 して,仏印

進出の態勢 を 備えた｣[野村合名海外事業部

1941]｡ 形式上はともか く実質的には, -ノ

イ事務所とサイゴン店はヤマ ト産業商事部の

7)植田喜代治氏談話 (1981年 3月31日)0
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仏印事務所として機能 していた らしい｡8)

戦時中には,ヤマ ト産業は加藤貿易株式会

社を合併 し (1942年 1月), 社名 を 野村殖産

貿易と変更 し,商事会社としての色彩を強 く

していった｡ このころには, シンガポール野

村商店は消滅 していたので,戦前その管轄下

にあったタイの事業を も野村殖産貿易が引き

継いだ模様である｡ 戦後の財閥解体時に,ヤ

マ ト産業の不動産部門と商事部門は分離 し,

前者は野村建設工業,後者は野村貿易として

独立することになる[村上 1951(下):333-

334]｡ ちなみに,現存する野村貿易はヤマ ト

産業か ら分離 した野村貿易と,野村商店の支

配人であった植田が戦後設立 した大弥産業が

合併 したものである [植田 1972:73-74]｡

ⅠⅠⅠ 潮谷商会,太田興業との関係

1.潮谷商会

潮谷商会は1886年東京 日本橋にて創設され

たが,15年後の1901年にスラバヤに支店を開

設 し,対蘭印貿易の草分け的役割を果た した

[萩原 1978:249]｡ 当時 スラバヤ の在留邦

人で正業にたずさわ っていた者は ｢三井物産

の出張員横森某氏が駐在 して砂糖の買付と麻

袋を取扱 って｣[同上論文 :250]いたのみで,

岡崎商店主上田丑松などが渡航 したのはそれ

以降である｡潮谷商会は1905年にはスマ トラ

に,1911年にはバクビヤに支店を開設 し,ま

たゴム園をマレー半島にて買収 し,1914年に

はシンガポールにも支店を設置した [同上論

文 :249]｡

対蘭印貿易のパイオニアは個人商がほとん

どで, 日蘭貿易,東印度貿易,南洋商会,有

馬商会などその多 くは第 1次大戦後の恐慌で

破綻 したが,潮谷商会 もこの例外ではなか っ

た｡野村 と潮谷の関係が生 じたのは得七の南

方旅行の際で,その後ボルネオの農寓を買収

8)植田喜代治氏談話 (1981年 2月5日)｡

した時,潮谷はこれを支援 している｡ そして,

1918年に潮谷商会が増資 した際,野村は共同

出資者になり,大東物産社長朝倉が同商会の

社長を兼任 した｡ しかるに,大東物産が第 1

次大戦後の反動で整理されたころ,潮谷商会

も解散せざるを得なくなり,野村は同商会の

主力商品であった煤矢印シャツに関する権利

を買い受け,1921年10月に ｢喋矢 シャツ製造

所｣を創立 した [村上 1951(下):96]｡ 潮

谷の南方支店については,当時野村 も南方貿

易か ら撤退 していたので引き受ける意思 はな

く,ほとんどの店は閉鎖された[萩原 1978:

251]｡ ただ,スマランの店は従業員によって

引き継がれ,潮谷洋行として再出発 している

[同所]｡

2.太田興業

太田恭三郎はマニラ ･バギオ間のベンゲ ッ

ト道路の建設に日本か ら労働者を引き連れて

参加 したが,道路工事が完成 した1907年 ごろ,

職を失 った日本人 180人を連れて ミンダナオ

島のダパオに渡 り,太田興業 という農事会社

を設立 した [野村得七 1941(61号):24]｡

野村得七が南方旅行を した1916年 ごろまでに

は,太田興業は払込資本金25万円,積立金 7

万 8千円,マニラとサ ンボアンガに出張所を

持つ企業に成長 していた [野村得七 1916:

196]｡ 当時,ダパオ本社では,直営農業,小

作農-の土地賃貸 と資金 の供給, 濯概事業

などを業務 とし,社有地 1,256町歩,租借地

2,857町歩を有 し, マニラ麻を主作物として

いた [同所]｡

1930年代の中ごろには,太田興業の日本本

社的存在 として海南産業があり,海南産業は

海外興業という投資会社の傘下にあった｡当

時,太田興業はマニラ麻価格の暴落で経営危

機に瀕 しており,一方親会社である海外興業

は主業務であるブラジル移民が大幅に制限さ

れたため窮状に陥っていた｡ そこで, 海外興
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業の債権者である東洋拓殖の高山総裁と株主

である野村得七が協議 し,1935年10月山本条

太郎の斡旋で,海外興業所有の海南産業の株

をまず東洋拓殖が引き取 り,その大半を野村

が東洋拓殖か ら買い取 り,太田興業の経営に

あたるという合意が成立 したらしい [野村得

七 1936:3]｡

その後,東洋拓殖の株式引取 りは実現 した

が,1936年 6月に東洋拓殖は ｢海南ノ実体ニ

ッキ調査研究致且一方監督官庁ノ意向ヲモ伺

タル結果当分幣社-取得セル株式ハ譲渡見合

セノ止ム無キニ立到候｣[同上論文 :4]と,

書面にて突然株の譲渡を断ってきた｡得七は

これに激怒 し,数日後監督官庁である拓務省

の永田大臣を訪問して,東洋拓殖の不条理を

訴えたが, この間山本条太郎 は逝去 し, 高

山総裁は上記の合意を否定 したので,野村に

よる太田興業の引受けは実現 しなかった [同

所]｡

お わ り に

太平洋戦争が勃発する約20日前,野村合名

は前以て準備 していた撤退 計 画 を実施に移

し,全社員に帰国するよう命令 した｡これを受

けて,社員59人と嘱託 9人 (数人の幹部は残

留)は11月30日蘭印か らの最後の引上げ船富

士丸に乗船 し,帰国の途についた [村上 1951

(下):591-592]｡ しかし, 戦 争勃発直後,

野村は南方経済建設の受命会社に指定され,

資源開発および集荷業務に協力することにな

った ので, 南方に再び復帰 し, 1944年ごろ

には,野村の受命事業はゴム栽培など生産事

業以外に,各種の集荷業務をボルネオ,スマ

トラ,ジャワで担当し,現地に滞在する社員

580人, 内地で待機するもの約 200人の人員

になっていた [同上書 :599-604]｡ 機構的に

は,外国法人では都合が悪 くなり,1944年に蘭

領法人野村束印度殖産を解散 し,英領法人 シ
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ンガポール野村商店と合併 して,新たに日本

法人たる野村東印度殖産を設立 した (本社は

東京)[同所]｡

敗戦で,野村は南方資産を失 うことになる

が,連合軍に資産を引き渡 して社員が送還さ

れる時点ではまだ-榎の望みがあった｡それ

が決定的になるのは,サ ンフランシスコ平和

条約で日本政府が南方における日本人の財産

権を放棄 した1951年である｡9)その後, 海外

資産を管理 していた野村合名は,没収を逃れ

たブラジルのコーヒー園を引き継ぎ,名称を

株式会社野村合名と変更 し,別個の法人 とし

て現存 している｡ しか し, 東南アジアへの再

進出は現地側の投資制限にあって実現 してい

ない｡

結果的には,南方投資は野村財閥にとって

大きな負担に終 った｡ ダナウ ･サラック園の

買収に始まった南方事業が採算に乗るように

なったのは, 20周年記念 の式典 が行われた

1937年ごろで,10)その間赤字補填および農園

の拡張のために 巨額 の資金 が持ち出され,

1940年ごろには全投資額は3,000万円近 くに

達 したようであるが, この大部分を野村は敗

戦で失ったのである｡ この資金を供給 したの

は主として野村銀行で,利益を生まない南方

事業は銀行にとって大きな負担であり,この

｢苦い経験｣が戦後鋭行 (大和銀行に名称変

更)をして脱財閥 ･脱グループ化を指向させ

たようである｡11) もっとも, 得 七 とて採算

を度外視 して南方事業を始めたのではない｡

当初は経験不足で経営が軌道に乗るまで手間

どり, の ちには長期的視野に立 って規模を

拡大 したところ太平洋戦争が勃発 したため,

結果として,南方事業は失敗に終 ったのであ

る｡

9)野村康三氏談話 (1980年12月13日)0
10)植田喜代治氏談話 (1980年12月25日)0
ll)松尾善二郎氏談話 (1980年 1月14日)｡現在,

野村グループは形成されていない｡
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